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牧草の無機組成に及ぼす栽培条件の影響

斎藤孝夫．高玉精一・佐藤春治

（宮城県養試）

1．　ま　え　が　き

これまで牧草の栽培条件が盤産を目標に設定され，改

善されてき介ことは当然のこととhわねばならないが．

牧草は反卸家畜とくに牛の飼稲の主体であることを考え

るならは・牛体の維持・育成・産乳上に与える革質の影

響を軽視することはできない・卓賃は家畜飼養的見地か

ら評価しなけれはならないが・これら組成と歎培諸警固

とのl凋係については明かにされていない．

ここでは耕超深度・施肥など二・三の栽培条件と無機

組成とく作：N・Ca・P・ug●NいRの関係につい

て報告する．

2．餅起深度と牧草の無機粗成ヽ

牧草畑造成における土壌の深耕は多収技術の面から注

目されている・第8紀員岩，凝灰岩風化士の騎士におい

て・オーチヤードグラス．ラジノクP－バーを単散格供試

し■普通耕10etを対轢川【40血の深耕を行ない比較し

舟・施肥は標準のN O．75・p，0．1．125，Ep O．75

▲熟／8　である・

さらに同土壌にかいて，オーチヤードグラスを供試し

て耕起深度を10－　25■40°の8段階に分け■肥料

は上記の廃準施肥鼠と倍最施肥の多肥区を設けて●牧草

の無機組成に対する影響を検討し介．

この二つの試験結果に上ると■牧草の牧丘には耕起深

度の差による影響がみられす・施肥嵐に起因する毒が原

著であっ介．

第1表　耕起深度の差異に上るオーチヤードグラス
の無機組成含有率（1962）

地　　　 理 N P Ⅹ 侃 】晦 ぬ 陶 醐

普通耕　 屏 肥 L 紳 n 空け 8 31 8 8月 ■　′ n OO さ 8 鴨8 m 0 10

霹鴨 つ8 r■　■ L 81 血色1 鋸柑 皿88 n S帽 h O80 瓜鴇8 8 01 1

疎闊 40 亡■　〝 a 帥 8 18 8 48 皿さき n M 8 0 18 8 84 6 8 014

普通耕　 多肥 鼠88 8 9 0 乱の n 測 8 28 8 0 57 n 698 8 010

疎闊 駆る　■　〝 凰44 仇℡1 8 77 n 糾 q ℡1 8 0 86 皿0 18 8 000

決樽 10 亡■　〟 弘45 瓜9 1 8 08 瓜軸 8 ℡l 皿0 帥 皿古的 n Oll

第1表はオーチヤードグラスの無機組成含有率を年間

の平均値として算出しオものである．同じ施肥条件下で

は耕起深度を変えても・含有率に変化はみられなかつれ

しかし肥利を増殖するとと忙よ少■　N・Rの含有率は増

加し介．含有率と牧草収魁の相異櫨である吸収鮫に女心

ても，耕超深度の相異にもとすく変化は認められなかっ

た・

3：腋肥土牧草の無機組成

牧草に対する施肥反応は土塊・気象・楕物の相互作用

に上少影響をうけるかめに，単に肥科の面のみから結論

すけることはできないが，牧草の生産量専らには組成に

与える影響は大きい．ここにかいては沖積土壌における

肥料三度素■石灰を元肥として施用し舟場合の反応を絢

ぺ，火山灰土においては肥料三豊素を追肥に欠乏しか場

合の影響について検討した・

各土壌忙かける牧草の無機組成含有率は第2，8表の

通少である．

牧草の生産量を左右するもつとも大きを肥制要素とし

て・オーチャーrグラスにおいてはNをあげるととがで

きるが，第2，8宋匿もみられるように牧草体内の生来

含有率は無施用の場合でも減少しなかつ舟．はかの隠施

用区のなかでは無加星区においてNの含有率が高くをっ

ている．且の供給が少ないと－植物はN多用のときと似

舟性状を示すことによるものであろう・

沖彿土壌においては」㍉0，無施用の介め減収し介が・

火山灰土壌の追肥試験においては，外観的に異常がみら

れす撤収の偉鹿も少なかつ舟・これはク，0，を元肥とし

て牧草地造成時に施用しか場合と■追肥における肥劫と

の相異をあらわすものと考えられる・なぜなら火山灰土壌

やはかの土壌において・牧草播種時のP，0■施用効果は

顔苦であっ介．しかし■いずれの場合にも牧草内P含量

はPtOlの無施用に上っていちちるしく低下し，施用区

の8　0～7　0％にすぎをかっか．
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第2表　沖棟土壌にかける牧草の無機組成
含有率（1962J

処　 理
N
p　 王E l

l e a 晦 Ib 掩 研

オーチャー†■グラス

無　 肥　 料 L 71
　 ％

n 軸ヒ 乳85 瓜5011
　 切

札278

　 ％

8 030 8 7 18 皿014

石 吹単　用 1 08 几402 8 01 皿58 7 血色00 瓜013 8 709 仏004

n O鋸
無　 加　 里 上的 皿317 L 77 仏4 48 血980 8 048 皿708

無　 償　 頑 l L 鰐 n l17 8 50 n 加4 8 177 8 058 8 8佗1 仇01tI

無　 電　 来 L81 n 榊○ 8 31 8 538 8 9き8 仇049 吐飢挿 8 01 8

三　 塚　 乗 L80 皿糾l 乱立0 瓜的0 皿178 仏089 8 78望 仇0℡8

三安来石灰 1．52 8 32 7 a 亜 8 4望1 8 188 n O的 n I77 8 018

ラ　ジノクロ　ーバー

無　 肥　 料 鼠70 8 188 L 42 L 細 雪 8 85望 瓜鋸は n l℡8 仏が 6

石 吠 単 用 a 榊 仇加 1 1．8 1 ⊥848 n 鞄 2 n 糾 ○ q l軸 8 28 1

無【 加　 盟 a pt 皿鋸叩 L O5 1．830 α氾¢ n 171 n 飢喝 h l40

無　 償　 酸 乱87 8 159 鼠411 1 紬 4 n 別は 8 16℡ n u l 8 008

二了．壁　 琴ミ　 東 ：1 m 吼引沌 乳00 1．8 74 仏和沌 8 18 5 n 幼 虫 q O脚

∴　 増　 ふ 払81 8 280 ま31 L 599 吼948 8 200 8 170 瓜080

三 一質素石吹 a 87 8 278 乳5 7 1 6 52 瓜℡柏 8 108 8 188 n O〃

第8表　火山灰土壌にかける追肥試験の牧草

無機組成含有率（1962）

N P K ね 晦 Ib

オ ーチヤ ー ドグラス

％ ％ 切 ％ 8 公許 … 抒
皿08 8弘1 2 α鯛 鼠75 α4 1

弘9 8 8 19 鼠2 1 8 8 7 鋸は n 3 0 g 仇約 4

乞88 鋸拍 仇78 8 5 0 仏8 1 8 7 4 0 仏4 4 0

a 狙 瓜℡○ 凰91 ひね 皿91 血4 1 0 8 6 1 8

テクノク　ロ　ーバー

無 電 素 区 4．00 8 98 旦90 1 0 8 8 81 8 9 1tl n lさ7 8 0的

無 燐 職 屡 ユ88 8 10 鼠℡9 L 78 8 9 7 n gOg 血110 8 081

樵 加 盟 店 1 97 仏81 8 81 L 01 仇85 8 8的 8 18さ 8 4 円

三 度 兼 区 乱84 鋸沌 鼠07 い陀 中細 ■2 18 q l糾 皿100

マメ科はもちろんイネ科にかいても・鼠．0無施用に上

る影響は栽培年次の経過とともに増大し介・牧草の生育

や収嵐のみならず含有率やほかのイオン間にも作用しオ

すなわち，E含嵐はオーチヤードグラスにおいても・ラ

リノクローノミ一にかいても甚しく低下し・ea・Mg・

Naの含有率上月が顕著であっ介・

Caはマメ科牧草に多くふくせれる．ラジ／タロ－パ

‾では1・8～2・0％含み・オーチヤードグラスは0．8－

0・6％を含む・Ca含量はこの範囲にかいて土壌中の合

致によカ影響をうけ・土壌中の舎監が多い場合Kは牧草

への移行も多い・しかがつて第2表にもみられる上，に．

石灰を施用しかとき牧草中Ca含有率は増加した．

肥窮の種銀のみならず施肥農によっても牧草内無機組

成含有率は変化する・牧草に対して影響の大きいⅩ，0忙

ついて用鮫試験を実施し介ところ・増施とともにⅩ含有

率は増加し・結抗的Kカチオン減少の傾向がみられた．

4．牧筆内P：Ca，Na：Kの比と餅起深度，

施肥の関係

詞飼価値を判断するのに酸当最：塩基当量，P：Ca，

Na：Rの三項がもちいられる．牧草内含有率に上る

P：Ca・Na：Rの比は第1－2・8表にみられる通

わである．

f：Ca比はオーチヤードグラスで0．4γ1．2，ラジ

ノタロ■・－′く－はCa含量多くf含最が低い舟め0．1～0．

0．2にすぎをかっか・との比に対する耕起床度の回帰は

みられをかつオ・t介・施肥景阜くKP，0．やCaOの

施用最とf：Ca比との関係は土壌中の肴痴態ク，0．や

CaO含鰍に大きく左右されると考えられる・ち0．無施

用の場合には牧草のf含量はいちぢるしく好少するかめ

比率はさらに低下し介．

Na：E比は一般に0．02－0．28の低い値に含まれ，耕

起深度との相関はみられをかつオ・】，0無施用の場合に

は牧草申Na含最が増加し・Rが減少する潜め比率は非

常に高くをる・しかし・との場合は収蝦がきわめて少な

い介め・実際的に問題とはならない．

5．　　む　ナ　び

牧草の無機組成は栴起探度によって影響をうけること

はなかつ介が・肥料貰素の種類や施肥象に上って変化す

ることは明らかKなつ介．肥鞘のほかに土壌の種鞠，土

壌中の含量・車種や生育段階が牧草の組成含量を左右す

る相互慶因として考えられる．今后これらの関係を検討

する意向である．


